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柏崎刈羽原子力発電所６、７号機の
新規制基準への適合性審査の状況について

2016年10月27日

東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

審査の流れについて

東京電力原子力規制委員会

2013年7月8日
新規制基準施行

2013年9月27日
適合性申請

原子炉設置変更許可申請

保安規定変更認可申請

工事計画認可申請

2013年11月21日～ 審査会合

補正書申請

原子炉設置変更許可申請

保安規定変更認可申請

工事計画認可申請

審査書案作成

認 可

許 可

使用前検査

認 可
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地震・津波等の審査状況

主要な審査項目 審査状況

地質・地盤

敷地周辺の断層の活動性 済

敷地内の断層の活動性 済

地盤・斜面の安定性 済

地震動 地震動 済

津波 津波 済

火山 対象火山の抽出 済

2016年10月26日現在

2

当社に関わる審査会合は、2016年10月26日までに30回行われています。

原子力規制委員会による追加地質調査に関わる現地調査が行われています。

・1回目：2014年 2月17日、18日
・2回目：2014年 10月30日、31日
・3回目：2015年 3月17日

至近の審査会合では、2016年9月30日にまとめ資料について、説明させて

いただいております。

地震・津波等の審査状況
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プラントの審査状況

主要な審査項目 審査状況※１

設計基準
対象施設

外部火災（影響評価・対策） 済

火山（対策） 済

竜巻（影響評価・対策） 済

内部溢水対策 済

火災防護対策 済

耐震設計 実施中

耐津波設計 実施中

重大事故
等対処施設

確率論的リスク評価（シーケンス選定含） 済

有効性評価 済

解析コード 済

制御室（緊急時対策所含） 実施中※２

フィルタベント 済

2016年10月26日現在

4

※１ 審査状況 「済」：審査会合後に指摘事項に対する回答を行い、まとめ資料を作成中のもの
「実施中」：審査が継続的に実施されているもの

※２ 剛構造の緊急時対策所を５号機原子炉建屋内に設置することを説明中

プラントの審査状況

当社に関わる審査会合は、2016年10月26日までに85回行われています。

原子力規制委員会によるプラントに関わる現地調査が行われています。

・1回目：2014年 12月12日
・2回目：2016年 7月22日

至近の状況としては、2016年10月13日に５号機緊急時対策所の設置に

ついて、説明させていただいております。
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2016年10月27日

No.お知らせ日 号　機 件　名 内　容

プレス公表（運転保守状況）

①
2016年
8月5日

－
大湊側ディーゼル駆動消火ポンプ用燃料
タンクの点検期限超過について
（区分Ⅲ）

【発生状況】

　　2016年8月5日、大湊側ディーゼル駆動消火ポンプ用燃料タンク
＊1

「点検のための手続を行っていたところ、当該タンクに
  関する定期自主検査の点検周期が適切に設定されておらず、労働安全衛生規則に定める点検期限（周期は2年以内、当該タン
  クは本年7月23日が期限）を超過していることを確認しました。

　　　＊1：5～7号機の消火系統に水を供給するためのディーゼル駆動ポンプの燃料である軽油を貯蔵するタンク

【対応状況】
　　当該タンクの点検を8月10日に行い異常のないことを確認しました。（2016年9月8日　お知らせ済み）
    発電所内にある他の設備について同様な超過事象がないことを確認しました。

　○調査結果
　 　当該タンクは点検長期計画表に基づき点検を実施していることから、データベースにおける同計画表の記載内容を確認し

　 たところ、当該タンクの点検頻度が、本来は労働安全衛生規則に定める点検頻度「２Ｙ（暦年管理）
＊2

」に設定すべきとこ

　 ろ、「２ＦＹ（年度管理）
＊3

」となっていることを確認しました。

　　　＊2：前回点検の実施日から２年を超えない範囲で点検を行う頻度
　　　＊3：前回点検を実績した年度から２年度以内に点検を行う頻度

　○原因
　　・2013年12月に点検長期計画表を改訂した担当者は、同じ計画表で管理している他機器の点検頻度単位を「ＦＹ」と設定
　　　する際に、誤って当該タンクの周期についても「ＦＹ」に変更してしまいました。
　　・点検長期計画表の改訂に際し、審査および承認をした者は、点検頻度の根拠の記載がなかったことから、正しく点検計
　　　画が策定されているものと判断し、誤りに気付きませんでした。

　　上記のことから、適切な時期に点検が行われず、点検期限を超過しました。

　○対策
　　・点検長期計画表において「労働安全衛生規則　２Ｙ」のように点検頻度の根拠を明確に記載する運用としました。
　　・点検長期計画表において「前回点検実績」および「次回点検計画」を年月日表記とし、点検期限を明確にしました。
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2016年10月27日

No.お知らせ日 号　機 件　名 内　容

プレス公表（運転保守状況）

　【発生状況】
　　　2016年9月27日、労働安全衛生法第88条関連の設備設置または変更時における労働基準監督署への計画の届出が行われ
    ていない設備が9件あることを確認しました。
　　　また、定期自主検査において、内部検査ができない等の場合に代替の検査方法で検査を行う旨の記録を作成保存すること
　　が適切でしたが、一部記録の作成が十分ではありませんでした。（2016年9月27日　お知らせ済み）

　【対応状況】
　○原因
    ・マニュアル記載内容は法令で定まる事項を写した内容となっていたため、届出等の対象設備が不明確でした。
　　・労働安全衛生法に基づく届出、定期自主検査に関わる運用は社内マニュアルに定めていたものの、所管部門に十分に共有・
　　　浸透していませんでした。
　　・労働安全衛生法に基づく届出をする際には、横断的にチェックする部門へ報告することになっていましたが、届出漏れの
　　　有無を確認する仕組みがありませんでした。
　　・定期自主検査については、所管部門が計画を作成し検査漏れがないことを確認するとともに、横断的にチェックする部門
　　　も検査漏れがないことを確認することとしていましたが、これらの確認が十分に行われていませんでした。

　○対策
　　・届出対象設備および定期自主検査対象設備については、マニュアルに具体的な設備名称を明記します。
　　・労働安全衛生法の担当部署を設置するとともに、担当部署より発電所員に対し、労働安全衛生法に関する教育・研修を年
　　　１回実施します。
　　・設備を新設または変更する場合、今回新たに策定するチェックリストにより所管部門は、届出・定期自主検査の要否を確
　　　認するとともに、横断的にチェックする部門がダブルチェックを行います。また、代替検査を行う場合、所管部門が、技
　　　術検討記録を作成することをマニュアルに明記します。
　　・横断的にチェックする部門は、上記仕組みが有効に機能していることを年１回確認します。

労働安全衛生法に基づく設備の届出に関する
労働基準監督署への報告について（区分Ⅲ）

－
2016年
9月27日

②
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